
様式Ｂ－11 

広告募集案内【企画提案募集】 

（施設広告掲出仕様書） 
鶴見区役所戸籍課２階待合スペースに番号等表示板（番号表示モニター及び広告モニターならびに行政

モニターを組み合わせたもの）を設置し、番号呼出システムの導入および呼出状況のウェブ公開を行うとと

もに、広告モニターに広告を掲出する事業者を以下のとおり募集します。 

■募集概要 

名 称 鶴見区役所戸籍課 番号等表示板の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

内 容 

鶴見区役所戸籍課の待合スペースに次の①～③の機器を設置するとともに、④

のシステムを導入することで、広告事業を活用した機器の運用及び適切な維持管

理等を行う企画提案を募集します。 

 

① 番号表示モニター 

② 広告モニター 

③ 行政モニター 

④ 番号呼出システム 

（番号表示モニターにお客様呼出番号を表示するとともに、呼出状況を来庁

者がスマートフォン等を使用しウェブから確認できるようにする） 

 

＜事業背景＞ 

同フロアには保険年金課を含めた複数の窓口があるため、どこで呼ばれてい

るのかを明確にすることは、市民サービスの向上に繋がります。 

 また、番号呼出状況をウェブに公開することで、窓口業務の効率化と新型コロ

ナウイルスの感染対策にも資する窓口の混雑緩和を図ることができます。 

 
 

屋外広告物には該当しません。 

施設所在地（場所） 横浜市鶴見区役所戸籍課 

主な施設利用者・件数 

・鶴見区の住民登録者数：約29万人（うち外国籍の方が約1.4万人）（令和４年

度末時点） 

・鶴見区役所の正規職員数（保育園・土木事務所を含む）：576名（令和５年度

７月時点） 

・登録担当窓口での各種届出件数：月に2,500～3,600件 

・マイナンバー関連窓口での各種手続件数：月に2,000～4,000件 

広告設置場所 鶴見区役所戸籍課２階待合スペース 

広告掲出可能

スペース 

・広告は、広告モニターに掲出する。 

・広告用ラックの設置を希望する場合は１台とし、鶴見区役所戸籍課指定の場所
とする（後述の図面・写真を参照）。 

・広告用ラックのサイズ・形状は、業務及び来庁者の動線に支障のないものとし
、予め鶴見区役所戸籍課と協議のうえ決定する（概ね横幅80cm×奥行40cm×高
さ120cm程度）。 



番号等表示板の条件 

・番号等表示板は、鶴見区役所戸籍課２階待合スペースに、天井から吊下式で設

置する。 

・番号等表示板には、お客様をお呼びするための番号（以下、「呼出番号」とす

る）を表示する番号表示モニター、広告を掲出する広告モニター、区役所の情

報を表示する行政モニターを組み合わせて配置する。 

・組み合わせ方は以下のとおりとする。 

① 番号表示モニター１基・広告モニター１基・行政モニター１基の合計３

台を並べたもの：２組（吊下位置の両側から内容が見えるよう背中合わ

せで取付） 

② 広告モニター１基・行政モニター１基の合計２台を並べたもの：１組 

・吊下位置及び向きは後述の図面・写真を参照。 

・モニターは 16：9 のワイド画面で 50 インチ以上とする。 

・呼出番号は 10 個以上表示できるものを提案すること。また、呼出番号の表示に

あわせて、呼出番号を音声で読み上げる機能を持つものとする。 

・呼出番号として、表示する数字は 3 桁以上が表示できるものとする。 

・呼出番号の入力は、バーコードリーダによる入力とテンキーによる入力が併用

できるものとする。 

・バーコードリーダは、１台のPCにつき２台以上使用できるものとし、使用する

台数については、鶴見区役所戸籍課と協議して決定する。 

・番号表示モニターに表示された呼出番号は、リアルタイムでウェブでも閲覧で

きるようにする。また、番号表示モニター又は広告モニターには、鶴見区役所

戸籍課が指定する震度以上の緊急地震速報を表示する。 

・番号表示板に必要な機器類は、すべて事業者が用意し、必要な保守などを行う

こと。 

・本市のインターネット接続環境は提供しない。 

・広告掲出期間終了後は事業者が原状復帰すること。 

セキュリティ対策 

・通信経路の暗号化、通信回線の監視、ファイアウォールやウイルス対策ソフト

の導入など、安全な管理のために必要な対策を行うこと。 

・情報システムの開発・管理・運用を行う者には、個人ごとにIDを発行し、それ

ぞれに推測困難なパスワードを設定させること。また、アクセス元IPアドレス

によるアクセス制限や多要素認証など、ID・パスワードが漏えいしたとして

も、インターネットを経由した不特定多数からの不正アクセスや第三者による

改ざん等が生じえない対策を講じること。 

・常に脆弱性を利用したサイバー攻撃の情報を入手し、リスクの大きさに応じて

適切に対応すること。 

・WAF（Web Application Firewall）や仮想パッチ等、脆弱性を利用した攻撃を

防ぐ仕組みを導入すること。 

・番号表示板については、窓口業務の遂行に影響を及ぼさないよう、システムを

継続して可動できるようにすること。 

 

 
広告掲出期間 

令和６年４月１日～令和10年12月28日（４年９カ月）を予定 
 

※１年ごとに使用許可を受ける必要があります。 

（下記「広告掲出にあたっての留意点」参照） 



■申込み、選定のスケジュール 

申込期間 令和５年10月20日（金）～令和５年11月10日（金） 

提案内容評価 

令和５年11月27日（月）（鶴見区役所にて開催予定） 
 

提案内容評価においては、申込者に対するヒアリングを行います。

時間等の詳細については、後日お知らせします。 

選定結果通知 令和５年12月上旬予定 

■申込手続 

申込条件 申込みは広告代理店に限らせていただきます。 

申込方法 

令和５年11月10日（金）午後５時00分までに、広告企画書を下記申込み・お問

合わせ先まで持参、電子メール又はＦＡＸ等でご提出ください。 

※お申込時に広告主が決定していない場合は、決定後速やかに広告主の審査を

受けてください。 

 (1) 番号表示板の仕様・操作方法等 
 (2) 設置方法・原状回復方法 

広告企画書 (3) 保守・維持管理の考え方 

記載事項 (4) 類似物の設置実績（令和５年 10 月 1 日現在） 

(5) 広告番組の構成案 
 (6) 設置期間の収入見込み、営業活動計画等資金計画 
 (7) その他本市の行政サービスの向上や経済的なメリット等につながる内容 
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■選定手続 

評価項目・

評価基準 

評価項目 評価基準 

(1) 番号の視認性（見やすさ） 

・表示した呼出番号を市民が認識しやすい画面構成となって

いるか。 

・高齢者、障がい者、画面から遠くの市民からでも認識しや

すい色や構成になっているか。 

・ウェブの表示も同様の工夫がされているか。 

(2) 番号の認識のしやすさ 

・呼出番号が表示されたことを市民が認識しやすい工夫がさ

れているか。 

・読み上げられた呼出番号が高齢者、障がい者でも聴き取りやす

い工夫がされているか。 

・再呼出ができるか。 

・広告音声と両立するように調整可能か。 

(3) 行政情報の放映における制限の

有無 

・行政情報を広告モニターで放映する必要が生じた場合、行

政情報の放映時間や枠数について制限がないよう工夫がさ

れているか。 

(4) 番組構成のバランス、運用の弾

力性 

・広告枠の放映内容について同業種、類似業種に偏ることな

く多様性を確保できるか。 

・少なくとも同業種、類似業種の放映時間が全体の２割より

多く占めることのないような仕組み、体制が確保されてい

るか。 

(5) 広告主が不足した際の対応 

・待合時間が苦痛とならないようなコンテンツを用意するな

どの工夫がされているか（クイズ、豆知識等）。 

・上記工夫を行う際、職員作業や業者への依頼を伴うか。 

(6) 緊急時の広報 

・緊急地震速報のほか災害、鉄道遅延等の発生などの緊急

情報を来庁者に知らせる機能を有するか。 

・緊急情報を自動的に流すなど、省力的かつ迅速に周知でき

る機能はあるか。 

(7) 通常の操作性全般 

・電源が自動でオンオフになる、バーコード以外にタッチパ

ネルで呼出・取消操作ができるなど、職員の負担が少なく

操作しやすい仕様となっているか。 

(8) 行政情報更新時の操作性 

・行政情報の更新時に、事業者が行う場合は迅速かつ柔軟に
、また職員が行う場合には負担が少なく、容易に更新でき

る仕組みとなっているか。 

(9) 設置機器選択の余地 

・省スペースや省電力を考慮した機器が提示されるなど、鶴

見区役所戸籍課の設置環境に合わせた柔軟な対応が取れる

機器を選択できるか。 

(10) 導入時・導入後フォロー 
・機器導入時の研修や、導入後のフォローや問合せ対応など

が迅速、柔軟に行える体制が整えられているか。 

(11) 広告更新作業時の制限 

・広告を更新する際、番号表示／呼び出し機能、及び広告掲

出機能に支障を及ぼすことなく作業を行えるか。または、

通常業務に支障を及ぼすことなく遠隔でそれらの作業を事

業者が行うことができるか。 

(12) 障害発生防止対策と障害発生

時の対応に対する考え方 

・定期点検や遠隔監視等により、障害を未然に防ぐ対策が取

られているか。 

・障害のあった際には、夜間や休日閉庁時でも迅速に対応を

行えるか。 

・代替機器の用意があるか。 

(13) 安全性等 

・地震等の際に来庁者に影響が生じないよう、表示板設置上

の対策や保険加入等の措置がとられているか。また、それ

らに問題が生じた際に迅速に対応ができるか。 



(14) セキュリティ対策 

・通信経路の暗号化、通信回線の監視、ファイアウォー

ルやウイルス対策ソフトの導入など安全な管理のため

に必要な対策を行っているか。 

・情報システムの開発・管理・運用を行う者には、個人

ごとにIDを発行し、それぞれに推測困難なパスワード

を設定させているか。また、アクセス元IPアドレスに

よるアクセス制限や多要素認証など、ID・パスワード

が漏えいしたとしても、インターネットを経由した不

特定多数からの不正アクセスや第三者による改ざん等

が生じえない対策を講じているか。 

・常に脆弱性を利用したサイバー攻撃の情報を入手し、

リスクの大きさに応じて適切に対応しているか。 

・WAF（Web Application Firewall）や仮想パッチ等、脆

弱性を利用した攻撃を防ぐ仕組みを導入しているか。 

・番号表示板については、窓口業務の遂行に影響を及ぼ

さないよう、システムを継続して可動できるようにし

ているか。 

(15) 設置実績 

・自治体向け広告事業等のこれまでの実績はどうか。 

（令和５年10月１日現在での市内設置実績及び他自治体の設置

実績） 

(16) 自治体で行う広告付き番号表

示板事業に関する理念・方針

、考え方、組織体制 

・自治体で行う広告付き番号表示板事業に対する広告事業者と

しての理念・方針、考え方、組織体制はどうか。 

・横浜市広告掲載要綱、横浜市広告掲載基準、本仕様書、その

他広告関連規定を遵守するため、事業者の組織内部、外部に
おいて審査を行うなど、組織的なチェック体制が設置されて

いるか。 

(17) 収支の妥当性 

・根拠が明確な資金計画であるか 

（機材費・工事費・管理費等支出と広告料収入の内訳） 

（収入については最大枠数・損益分岐点、広告主との契約実

績を踏まえ損益分岐点の達成可能性）。 

・想定広告収入と当区への納入金額の割合はどうか。 

・５か年の収支は均衡しているか。 

(18) 地域活性化への貢献 

・広告枠を、区内事業者又は隣接区を含む市内事業者から選

定する方針となっているか。 

・地域経済への貢献として、広告主への販売価格を低価格に

設定するなど、良質で低廉な媒体を継続的に提供すること

がうたわれているか。 

(19) その他本市の行政サービスの

向上や経済的メリット等につ

ながる提案 

・その他、行政サービスの向上に繋がる提案はあるか。 

・その他、本市に対する経済的メリット等に繋がる提案はある
か。 

 

 

 
評価方法 

○鶴見区に設置する「鶴見区役所戸籍課２階待合スペース番号等表示板広告事業者選考委員

会（以下「委員会」という）」において、上記評価項目に従い、広告企画書に記載された

提案内容を、事前に定めた採点方法等により総合的に評価します。 

○評価の結果、最も優れた提案を行った申込者を掲載予定者（広告掲出事業者）として選定

し、広告掲出についての交渉を行います。 

※申込者が１者であった場合にも、最低基準を満たすことについての評価を行います。 

※最低基準を満たす提案がない場合は、再度募集を行います。 

※評価の結果同点となった場合は、委員会の会長が決定します。 
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■広告掲出にあたっての留意点 

広告の条件 

○広告内に「広告」である旨を明記するなど、施設の利用者等が見て、広告であ

ることが明らかとなるような措置を施すこと。 

○横浜市広告掲載要綱、横浜市広告掲載基準、本仕様書、その他の広告関連規程

を遵守すること。またそのために広告事業者内部及び外部において審査機関を

通すなど、組織的なチェック体制を整えること。 

〇行政庁舎内での放映という特性を鑑み、広告業種については同業種、類似業種

に偏ることなく多様性を確保すること。少なくとも同業種、類似業種が放映時

間全体の２割より多く占めることのないよう調整すること。 

〇市民から見て公平・中立な放映とすること。 

〇広告に音声が伴う場合は、来庁者の呼出等、業務に支障のない範囲とすること

。 

 

 

 

 

広告の制作等 

○広告掲出の５営業日前までに広告原稿を提出し、「広告の条件」（上記条件） 

について広告内容の審査を受けること。 

○広告掲載基準等に基づき、広告内容等の修正が必要となる場合があります。 

○広告掲出の５営業日前までにご提出がない場合には、広告の掲出が遅れる場合

又は広告が掲出できない場合があります。 

○番号表示板及び広告用ラックの設置、撤去等の作業は、事業者の費用負担によ

り行うこと。 

○番号表示板及び広告用ラックの設置、撤去等にあたっては、安全性に十分配慮

すること。 

 

 
財産の使用許可 

〇番号表示板及び広告用ラックを設置する箇所については、横浜市公有財産規則

の規定に基づく使用許可を受け、使用許可に係る使用料をお支払いいただきま

す。【※番号表示スペース＋広告可能スペースにより積算】 

○番号表示板の設置に伴う電気料金については、実費相当分を負担していただき

ます。 

 
■申込み・お問合わせ先 

担当課名 横浜市鶴見区役所戸籍課 

所在地 横浜市鶴見区鶴見中央三丁目 20 番 1 号 

TEL／FAX TEL ０４５－５１０－１７０６／FAX ０４５－５１０－１８９３ 

E メール e-mail tr-koseki@city.yokohama.jp 
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■ 図面

 
 

・募集対象施設・広告掲出場所等の写真① 

■  
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・募集対象施設・広告掲出場所等の写真② 

・募集対象施設・広告用ラックの設置可能場所の写真 

 



様式Ｃ－７ 

 年  月  日 

 

広告企画書（広告付物品提供・施設広告：企画提案募集） 
 

横浜市長 
 

次のとおり企画内容を提案します。 

申 

込 

者 

所 在 地 
〒  - 

 
ふりがな 

名 称 
 

 

代表者職名・氏名  

担当者 

部署名  
ふりがな 

氏名 
 

 

連絡先 
TEL/FAX  

Eメール  

業種・事業内容  

ホームページ URL  

※「広告主」の欄は、申込者と異なる場合で決定済みの場合のみ記入してください。 

広 

告 

主 

所在地 
〒  - 

 
ふりがな 

名 称 
 

 

代表者職名・氏名  

業種・事業内容  

ホームページ URL  

申
込
内
容 

募集対象事業名称 鶴見区役所戸籍課 番号等表示板の設置 

物品提供等 

に係る経費 

      千円（概算） 

 

※横浜市として経費縮減効果額を算定するための参考として

使わせて頂きます。 

企画詳細 
別紙企画書添付（様式は自由） 

※広告募集案内の「広告企画書記載事項」を必ず記載してください。 

個人情報の収集 

有 

・ 

無 

⇒有の場合（該当するものにチェックしてください） 
□名前 □住所 □電話番号 □E-mail □年齢 

□性別 □その他（     ） 

●収集対象（「例：「中学生以下」「65歳以上」」      ） 

●収集規模（「例：アンケート配布数 ○部」      ） 

そ
の
他 

・横浜市の広告関連規程を遵守します。 

・横浜市暴力団排除条例 第２条第２号から第５号に定められた者に該当しません。また、誓約事項に反

しないことを確認するため、横浜市から役員名簿等の提出を求められたときは、速やかに提出し、横浜

市が本誓約書及び該当役員名簿等を、神奈川県警察に提供することに同意します。 
・横浜市税の滞納はありません。横浜市が申込者及び広告主の市税納付状況調査を行うこと、また、当該

調査により滞納を確認した場合には、滞納者の氏名等を公表する可能性があることに同意します。 

・誓約事項と相違する事項が判明した場合、又は当該誓約事項に反した場合に、契約の相手方としないこ

と、契約解除を行うこと等、横浜市が行う契約に係る一切の措置について、異議の申立てを行いません。 
※ ご記入いただいた Eメールアドレス宛に横浜市広告情報メールマガジン（広告媒体に関するお知らせ）の

配信を希望されますか。 （ 希望する ・ 希望しない ・ 登録済 ） 
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